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１．松山海上保安部について

（１）．所属船艇等について

巡視艇いよざくら

総トン数：２４トン

巡視艇おきなみ

総トン数：６４トン

巡視船いよ

総トン数：６５０トン



松山海上保安部

海難救助 取締

海難防止

１．松山海上保安部について

（２）．主な業務
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（１）．R３．５．２７_来島海峡西口貨物船衝突事故

船名：ULSAN PIONEER
船種：ケミカルタンカー
総トン：２，６９６GT
船籍：マーシャル諸島
動静：中国→大阪
乗組員：１３名

船名：白虎
船種：RORO船
総トン：１１，４５４GT
船籍：日本
動静：神戸→福岡
乗組員：９名

（２名死亡、１名行方不明）

２．事故発生状況について
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（２）．R２．９．２_鹿児島県奄美大島沖貨物船遭難事故

船名：GULF LIVESTOCK
船種：貨物船
総トン：１１，９４７GT
船籍：パナマ
動静：ニュージーランド→中国
乗組員：４３名
（１名死亡、40名行方不明）

奄美大島

２．事故発生状況について



松山海上保安部２．事故発生状況について
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（３）．管内における海難発生隻数の推移
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松山海上保安部２．事故発生状況について

（４）．愛媛県周辺海域における漁船の海難発生状況
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（５）．管内における漁船海難の特徴

（不可抗力事案である上灘での集
団漁船火災を除き、）
衝突海難が多く発生している。

漁船などの小型船の海難は人命に
関わる重大な海難に繋がる可能性

見張りの徹底！！

２．事故発生状況について
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（６）．漁船海難の事例①

見張りの徹底

救命胴衣の着用！！

２．事故発生状況について
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（６）．漁船海難の事例②

２．事故発生状況について

漁船
プレジャー



松山海上保安部３．救命胴衣の着用義務等について

（１）．救命胴衣の有効性について

着用

生存
３３０人
８７％

死亡・行方不明
５１人
１３％

３８１人

非着用

生存
７２人
３９％１８４人

死亡・行方不明
１１２人
６１％

救命胴衣着用者の生存率は非着用者に比べ２倍以上

令和２年_船舶からの海中転落者 令和２年_船舶からの海中転落者



松山海上保安部３．救命胴衣の着用義務等について

（２）．着用義務拡大について

令和４年１月３１日まで

令和４年２月１日から

①水上オートバイの乗船者

②１２歳未満の小児

③一人乗り漁船で漁労に従事する者

（①～③に加えて、）

④暴露甲板上に乗船している者

※小型船に乗船している全ての乗船者

④暴露甲板上に乗船している者

【罰則あり】

【罰則なし】

【罰則あり】

【罰則あり】
つまり、



松山海上保安部３．救命胴衣の着用義務等について

（３）．行政処分（違反点数）について（海事局HPから抜粋）

違反内容 違反点数 死傷事故を伴う場合

酒酔い等操縦
自己操縦義務違反
危険操縦
見張実施義務違反

３点 ６点

救命胴衣着用義務違反
発航前の検査義務違反

２点 ５点

過去１年以内の違反累積点数

３点 ４点 ５点 ６点

過去３年以内
の処分前歴

なし 処分対象外
業務停止
１月

業務停止
２月

あり
業務停止
３月

業務停止
４月

業務停止
５月

業務停止
６月



松山海上保安部３．救命胴衣の着用義務等について

生存
３３０人
８７％

死亡・行方不明
５１人
１３％生存

７２人
３９％

着用非着用

救命胴衣着用者の生存率は非着用者に比べ２倍以上

３８１人１８４人

死亡・行方不明
１１２人
６１％

繰り返しますが・・・



松山海上保安部４．AIS（船舶自動識別装置）について

（１）．AISとは

AIS（Automatic Identification System：船舶自動識別装置）とは、
船舶の位置、針路、速力等の安全に関する情報を自動的に送受
信するシステムです。



松山海上保安部

１

わが国沿岸海域のＡＩＳ搭載船舶の通行状況

４．AIS（船舶自動識別装置）について
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（２）．AISの種類について

４．AIS（船舶自動識別装置）について

〇 Class A

・総トン数５００トン以上の全ての船舶

・国際航海に従事する全ての旅客船

条約や国内法に基づき設置が義務付けられているもの

・国際航海に従事する総トン数３００トン以上の船舶

〇 Class B 法律などによる設置義務はない

搭載義務船舶が使用するもの

非搭載義務船舶が使用するもの

・漁船などの非搭載義務船舶であっても設置する
ことにより事故防止の一助となる。



松山海上保安部４．AIS（船舶自動識別装置）について

（３）．AISの有効性について

・雨や波の影響を受けることはない。

レーダーで確認しづらい環境下においても、容易にお
互いの位置、針路等を確認できる。

・大型船など付近船舶に自船の存在を知らせることができる。

早めに自船の存在を知らせることにより相手船が避航動作
を取りやすくなる。

・付近船舶の存在を目視以外で確認することができる。

見張の補助となる。
早めに相手船の存在を認知することにより避航動作の準備
時間を確保することができる。

衝突事故防止に大きく寄与



松山海上保安部４．AIS（船舶自動識別装置）について

（４）．事故事例

平成２４年９月、宮城県金華山東方沖の太平洋上で貨物船
（２５，０７４トン）とかつお漁船（１１９トン）が衝突。
漁船乗組員２２名のうち、１３名が死亡・行方不明となった。

・事故当時の海上模様は荒天
天候 雨 風速１５ｍ 波高３ｍ 視程2海里

・事故後の調査の結果、事故当時貨物船はレーダーで漁船

の存在を確認できていなかったことが判明。

もしも、漁船にAIS設備があれば・・・

漁船等小型船にもAIS設備があればお互いに相手船を認識できます。
AISを導入してこのような悲惨な事故を未然に防ぎましょう。



松山海上保安部４．AIS（船舶自動識別装置）について
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松山海上保安部最後の最後に・・・


